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技術のポイント 

本発明は，一般の人々や児童・生徒・学生用の，電力送電網の仕組みや電力需要と供

給の調整の仕組みの学習装置である。電力送電系における発電・送電網・需要までの一

連の流れをより単純にモデル化すると共に，学習者の学習段階に応じて，各装置の複雑

さや再現性を調整することを可能にすることで，電力送電網を体験的に学習できる。 

現在の研究開発段階 Ａ 基礎研究段階 ・ Ｂ 試作段階  ・ Ｃ 実用化段階 

技術の紹介 

 本発明の電力送電網の仕組み学習装置は，需要モデル装置，送・配電モデル装置，発

電モデル装置および制御・学習情報の表示用計算機で構成されている。 

  

  

  図１ 学習装置の構成          図２ 中学生向けの画面表示例 

 

学習者が操作・発電する発電モデル装置（手回し発電機等）により供給される電力に

対し，電力の需要変動を模擬して制御される需要モデル装置での負荷変動およびそれに

伴う電圧，電力，周波数の変動状況の情報を，制御・学習情報の表示用計算機を通じて，

学習者に視覚的に提示し，発電量を最適化させることを促す（図１）。学習者の操作終了

後には，電圧，電流，電力，周波数等の変動状況から，安定性の度合いを定量的，定性

的に評価し，評価情報を学習者に提示することで，電力会社における電力需要の変動状

況および，中央給電指令所等を通じて行われる電力需要に対する発電量の調整作業につ

いて，学習者が体験的に学習できるようにする。 

学習者の学習段階への対応は，表示用計算機で実行するソフトウェア側で自由に設定

できる。ソフトウェアにストーリー性やゲーム性を持たせることで，小学生や中学生で

も興味・関心を持って取り組める教材となる（図２）。また，電力，周波数の情報を提示

したり，関連技術情報を提示したり等により，高等学校や大学での基礎教育にも活用で

きる。電圧，電力，周波数の計測装置も，安価なマイコンの活用と測定回路の工夫によ

り，従来の測定機器を用いるよりも遙かに安価に実現可能である。 

研究の背景 

東日本大震災以降，専門家のみならず，一般の人々や学校教育においても電力技術に

ついての理解は，より重要な課題となった。電力の安定供給の上では，発電技術と共に，

電力送電網の技術も重要であるが，従来，普通教育においては，電力送電網の技術は図

解程度の扱いであり，体験的に学習できる教材がなかった。電力送電網の技術について

の体験教材ができれば，エネルギー教育の質的向上を図ることが可能になる。 



従来技術より優れて

いる点 

 これまでにも電力設備の運転者用に電力送電系の教育・訓練シミュレータは発明され

ているが，それらは，プラントの通常運転時および事故発生時における電力送電系統の

挙動把握と，運転員対応操作の教育・訓練に特化した装置であり，その複雑さからも一

般の人々や児童・生徒が使用することは難しかった。しかし本発明により，小学校段階

から大学での基礎教育まで，ソフトウェアの設定により，学習者の学習段階に応じて電

力送電網を体験的に学習することが可能である。また，一般向けのエネルギー教育やイ

ベント等では，発電の体験や仕組み等の解説は行われるが，電力技術の重要な内容であ

る電力送電網について取り上げられることはほとんどなかった。本発明により，電力送

電網の体験学習を簡単に実施できる点が優れている。 

技術の用途イメージ 

 科学館等の電力関係の体験的展示設備，施設。初等から高等教育までの各学校段階に

適応した教材。電力会社の啓発教材や啓発イベント等での活用。企業における一般社員

の基礎研修。 

 

中小企業への期待 

現在，中学校向け教材製造会社と連携し開発中。 
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